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エアロフレックスの概要

 エアロフレックス両面の表皮と独立気泡が、使用中の
安定した熱伝導率（Ｋ値）を保証します。

 冷水管および冷媒管の結露や熱吸収を防ぎ、温水管
の熱発散を防ぎます。

 アルミテープ、ビニールテープ、アスファルト粘着剤な
ど、湿気から守るためのカバーを必要としません。

 柔軟な材質なので、取り付け作業が容易です。

 優れた耐紫外線、耐候性および耐薬品性を有します。
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エアロフレックスの種類

シートタイプ チューブタイプ

 エアロフレックスには、チューブタイプ、シートタイプ（Ｍ
Ｓシリーズおよびシートロールタイプ（ＭＳＲシリーズ）
があります。
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エアロフレックスと他の断熱材との構造比較

 ガラスファイバー（連続気泡）

● 通気・通湿性が高い

 ポリスチレンフォーム（接続気泡）

● 通湿性が高い

 エアロフレックス（独立気泡）

● 通気・通湿性が最も低い
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エアロフレックスの特徴と長所

 Ｋ値(熱伝導率）安定性

● 非常に安定したＫ値

（0.035～0.038：ａｔ 20℃）

を有し、エネルギー

消費量を節約できます。
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エアロフレックスの特徴と長所

 耐湿・耐候性

● 独立気泡の壁が、多層の

防湿壁となり、長年の使用

期間中、他の防湿用カバー

なしで安定したＫ値を保持

します。
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エアロフレックスの特徴と長所

 耐薬品性

● 優れた耐薬品性を有し、

ケミカルクラックを起こし

にくい構造になっている

ことから、長期間の使用

が可能です。
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エアロフレックスの特徴と長所

 適応温度・柔軟性

● 連続使用温度範囲が

広く（-２００℃～１２５℃）

様々な環境下での使用

が可能です。

● -３０℃の低温でも柔軟

性を保つため、寒冷地で

の施工も可能です。
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エアロフレックスの特徴と長所

 燃焼安全性

● 多量の難燃剤と減煙剤を含むため、溶けず、即時自消性です。

炭化水素と二酸化炭素のガスが少量発生するだけで安全です。

【ポリエチレンフォーム】 【エアロフレックス】【ポリウレタンフォーム】
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エアロフレックスの特徴と長所

 簡便な施工
● 通常のナイフ等で任意の形に

カットができるので、不定型の

対象に容易に施工ができます。
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エアロフレックス施工事例 ①

 三菱ゼンキングＣＰ１９－１２ 本洗ゾーン
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エアロフレックス施工事例 ②

 三菱ゼンキングＣＰ１９－１２ 本洗ゾーン
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エアロフレックスの断熱性能 ①

 本洗温度 ５０℃の場合
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エアロフレックスの断熱性能 ②

 本洗温度 ６０℃の場合
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エアロフレックスの断熱性能 ③

 本洗温度 ７０℃の場合
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エアロフレックスの断熱性能 ④

 本洗温度 ８０℃の場合
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仕 様
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サイズ・梱包


